
（ 気体燃料を 使用する 器具）  

第 2 1 条 気体燃料を 使用する 器具に接続する 金属管以外の管は、その器具に応じ た適当な長さ と

し なければなら ない。（ う ）（ け）（ ひ）  

２  前項に規定する も ののほか、 気体燃料を 使用する 器具の取扱いの基準については、 第 1 9 条第

１ 項第１ 号から 第 1 0 号ま での規定を 準用する 。（ う ）（ け）（ ひ）  

 

【 解説】  

 本条は、都市ガス 及びプロ パン ガス 等の気体燃料を 使用する 器具についての規定であ り 、卓上型こ

んろ 、 卓上型グリ ル、 炊飯器等の調理用器具及び移動式ス ト ーブ（ 以下「 気体燃料器具等」 と いう 。）

が対象と なる 。  

１  気体燃料器具等の建築物及び可燃性の物品から の離隔距離は、表 2 1 －１ から ６ ま でによ る こ と 。 

  ただし 、 気体燃料器具等が、（ 一財） 日本ガス 機器検査協会が定めた試験基準に適合し たも のに

ついては、防火性能が確保さ れ安全性が高いも のと なっ ている こ と から 、当該器具に貼付さ れてい

る（ 一財）日本ガス 機器検査協会名の認証ラ ベルに記載さ れている 離隔距離と し ても 差し 支えない。 

 

表 2 1 －１  

火気設備等又は火気器具等の種別 離隔距離( 単位： ｾﾝﾁﾒ ﾄーﾙ)  

 入力 上方 側方 前方 後方 

移
動
式
 
 
 
  

気
体
燃
料 

不
燃
以
外 

開
放
式 

バーナー 

が露出 

前方放射型 7 キロ ワ ッ ト 以下 1 0 0  3 0  1 0 0  4 .5  

全周放射型 7 キロ ワ ッ ト 以下 1 0 0  1 0 0  1 0 0  1 0 0  

バーナー 

が隠ぺい 

自然対流型 7 キロ ワ ッ ト 以下 1 0 0  4 .5  
4 .5  

( 注5 )  
4 .5  

強制対流型 7 キロ ワ ッ ト 以下 4 .5  4 .5  6 0  4 .5  

不
燃 

開
放
式 

バーナー 

が露出 

前方放射型 7 キロ ワ ッ ト 以下 8 0  1 5  8 0  4 .5  

全周放射型 7 キロ ワ ッ ト 以下 8 0  8 0  8 0  8 0  

バーナー 

が隠ぺい 

自然対流型 7 キロ ワ ッ ト 以下 8 0  4 .5  
4 .5  

( 注5 )  
4 .5  

強制対流型 7 キロ ワ ッ ト 以下 4 .5  4 .5  6 0  4 .5  

調
理
用
器
具 

気
体
燃
料 

不
燃
以
外 

開
放
式 

バ ー ナ ー

が露出 

卓 上 型 こ ん ろ

( 1 口)  
5 .8 キロ ワ ッ ト 以下 1 0 0  1 5  1 5  1 5  

卓 上 型 こ ん ろ 1 4 キロ ワ ッ ト 以下 1 0 0  1 5  1 5  1 5  



( 2 口以上) ・ グ

リ ル 付 こ ん

ろ・ グリ ド ル付

こ んろ  

( 注4 )  ( 注4 )  

 
 
 
 
 
隠
 
  

加 熱

部 が

開放 

卓上型グ リ ル 7 キロ ワ ッ ト 以下 1 0 0  1 5  1 5  1 5  

加 熱

部 が

隠 ぺ

い 

卓 上 型 オ ー ブ

ン ・ グ リ ル( フ

ー ド を 付 け な

い場合)  

7 キロ ワ ッ ト 以下 5 0  4 .5  4 .5  4 .5  

卓 上 型 オ ー ブ

ン ・ グ リ ル( フ

ー ド を 付 け る

場合)  

7 キロ ワ ッ ト 以下 1 5  4 .5  4 .5  4 .5  

炊飯器( 炊飯容

量 4 リ ッ ト ル

以下)  

4 .7 キロ ワ ッ ト 以下 3 0  1 0  1 0  1 0  

圧力調理器( 内

容積1 0 リ ッ ト

ル以下)  

― 3 0  1 0  1 0  1 0  

不
燃 

開
放
式 

バーナー 

が露出 

卓 上 型 こ ん ろ

( 1 口)  
5 .8 キロ ワ ッ ト 以下 8 0  0  ― 0  

卓 上 型 こ ん ろ

( 2 口以上)  ・ グ

リ ル 付 こ ん

ろ・ グリ ド ル付

こ んろ  

1 4 キロ ワ ッ ト 以下 8 0  0  ― 0  

 
 
 
 
 
隠
 
  

加 熱

部 が

開放 

卓上型グ リ ル 7 キロ ワ ッ ト 以下 8 0  0  ― 0  

加 熱

部 が

卓 上 型 オ ー ブ

ン ・ グ リ ル( フ
7 キロ ワ ッ ト 以下 3 0  4 .5  ― 4 .5  



隠 ぺ

い 

ー ド を 付 け な

い場合)  

卓 上 型 オ ー ブ

ン ・ グ リ ル( フ

ー ド を 付 け る

場合)  

7 キロ ワ ッ ト 以下 1 0  4 .5  ― 4 .5  

炊飯器( 炊飯容

量 4 リ ッ ト ル

以下)  

4 .7 キロ ワ ッ ト 以下 1 5  4 .5  ― 4 .5  

圧力調理器( 内

容積1 0 リ ッ ト

ル以下)  

― 1 5  4 .5  ― 4 .5  

※（ 注４ ） 機器本体上方の側方又は後方の離隔距離を 示す。  

（ 注５ ） 熱対流方向が一方向に集中する 場合にあっ ては、 6 0 セン チメ ート ルと する 。  

 

 

＜設置例＞ 

 気体燃料器具等と 建築物等の離隔距離（ ｾﾝﾁﾒ ﾄーﾙ）（（  ） 内は、 不燃材料で有効に仕上げを し た建

築物等の部分又は防熱板である 場合の離隔距離を 示す。）  

 

図 2 1 －１  移動式ス ト ーブ（ 開放式でバーナーが露出し ている も の）  

 

① 前放射型（ ７ キロ ワ ッ ト 以下）  

平面 側面 

 
 

 

 

 

 

3 0 ( 1 5 )  

以上 

1 0 0  

( 8 0 ) 以上 

1 0 0 以上 

( 8 0 )  

4 .5 以上 



② 全周方型（ ７ キロ ワ ッ ト 以下）  

平面 正面 

 

 

 

 

 

 

図 2 1 －２  移動式ス ト ーブ（ 開放式でバーナーが隠ぺいし ている も の）  

 

① 自然対流型（ ７ キ ロ ワ ッ ト 以下）  

平面 側面 

 

 

 

② 強制対流型（ ７ キ ロ ワ ッ ト 以下）  

平面 側面 

 

 

1 0 0 ( 8 0 ) 以上 

1 0 0 （ 8 0 ) 以上 

 

4 .5 以上 

4 .5 以上 

4 .5 以上 

4 .5 以上 

6 0 以上 

4 .5 以上 

4 .5 以上 



図 2 1 －３  こ んろ  

① 卓上型こ んろ （ １ 口）（ 5 .8 キロ ワ ッ ト 以下）  

正面 側面 

  

 

② 卓上型こ んろ （ ２ 口以上）、 卓上型グリ ド ル付こ んろ （ 1 4 キロ ワ ッ ト 以下）  

正面 側面 

  

 

1 0 0 ( 8 0 ) 以上 

1 5 ( 0 )  

以上 

1 5 ( 0 )  

以上 

ト ッ ププレ ート 面

から 上方の周囲 

1 5 （ 0 ） 以上 

1 0 0 ( 8 0 ) 以上 

1 5 ( 0 )  

以上 

1 5 ( 0 )  

以上 

1 5 ( 0 )  

以上 



 

図 2 1 －４  卓上型グリ ル（ 開放式でバーナーが隠ぺいさ れており 加熱部が開放さ れている も ので７

キロ ワ ッ ト 以下）  

正面 側面 

  

 

図 2 1 －５  開放式でバーナーが隠ぺいさ れており 加熱部が隠ぺいさ れている 気体燃料器具等 

① 卓上型オープン ・ グリ ル（ ７ キロ ワ ッ ト 以下）  

⑴ フ ード を つけない場合 ⑵ フ ード を つける 場合 

正面 側面 正面 側面 

  

 

 

5 0 （ 3 0 ） 以上 
フ ード  

フ ード  
4 .5 以上 

 1 5 （ 1 0 ） 以上 

4 .5 以上 

4 .5 以上 4 .5 以上 

1 0 0 （ 8 0 ） 以上 
1 5 （ 0 ）  

以上 

1 5 （ 0 ）  

以上 



 

 ② 炊飯器（ 炊飯容量４ リ ッ ト ル以下）（ 4 .7 キロ ワ ッ ト 以下） 及び圧力調理器（ 内容積 1 0 リ ッ

ト ル以下）  

正面 側面 

  

 

２  換気扇の取扱い 

  こ んろ 側面及び上方に設置さ れる 換気扇については、天ぷら 鍋火災時の延焼拡大要因と なる 部分

である ので、 不燃性の換気扇と する こ と 。  

  ま た、 耐火構造の壁に設ける 換気扇の取り 付け用木枠についても 同様と する 。 ただし 、 延焼のお

それのある 部分以外に設けら れる 木枠で、他への延焼危険がない構造のも のにあっ ては、こ の限り

でない。  

 

図 2 1 －6  

 
 

図中の距離（ 斜線範囲内） にある 部分は、 不燃性と する こ と 。  

 

 

３  第１ 項は、 気体燃料器具等に接続する 金属管以外の管について規定し ている 。 一般的には、 ガス

用ゴ ム 管が使用さ れる が、 強化ガス ホース を 使用する こ と が望ま し い。 ま た、 ガス 用ゴ ム 管又は強

化ガス ホース （ 以下「 ゴ ム 管等」 と いう 。） は、 過度に長いも のを 使用し た場合は折れ、 ねじ れが

生じ る おそれがあり 、短かすぎる 場合は引張り 等の力がかかる おそれがある ため、こ れら によ る 事

5 0 （ 3 0 ） 以上 1 0 （ 4 .5 ） 以上 

こ んろ 兼用のも の

でこ んろ と し て使

用する 場合は、 一口

こ んろ に準ずる 。  

1 0（ 4 .5 ）

以上 
 

コ ン ロ  

１ ｍ 未満 

１ ｍ未満 



故を 防止する ため、 器具に応じ た適当な長さ と し なければなら ない。 こ の「 器具に応じ た適当な長

さ 」 と は、 使用する ガス 用ゴ ム 管等の長さ は３ メ ート ル以下が望ま し いが、 臨時的、 季節的に使用

する 場合でも ５ メ ート ル以下と する こ と 。  

  その他、 接続する 場合の注意点等は、 次のと おり である 。  

 ⑴ ゴ ム 管等を 接続する 場合は、ゴ ム 管口の挿入指示位置ま で差し 込み、ゴ ム 管止め又はホース バ

ン ド で止める こ と 。 なお、 接続にあっ ては、 コ ン セン ト 継手等の接続具を 使用する こ と が望ま し

い。  

⑵ ゴ ム 管等は、 次の場所に設置し ないこ と 。  

ア 火炎や放射熱等によ り 高温になる おそれのある 場所 

イ  隠ぺい部分 

ウ  室越し 等ゴ ム 管に異常な外力が加わる おそれのある 場所 

 エ 油脂、 溶剤等が付着する おそれのある 場所 

⑶ ゴ ム 管等は、 ひび割れ、 軟化等老朽化し たも のは、 用いないこ と 。  

⑷ ガス 用ゴ ム 管は、 継ぎ足し たり 、 三方継手によ り 二股分岐し て用いないこ と 。  

 

４  第２ 項は、 気体燃料器具等の取扱い基準について、 第 1 9 条第１ 項第１ 号から 第 1 0 号ま での規

定を 準用する 規定であ る 。  


